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誕生石の鉱物科学
―　8 月　ペリドット　―

奥山　康子１）

１）産総研 地圏資源環境研究部門

カッと照り付ける太陽！ 湿気も手伝って，日本の夏は

独特の過酷さで毎年めぐってきます．それでも，街中の街

路樹，公園の木立，森や林などの木陰は，日差しの下とは

別世界のように憩いを与えてくれます．

照り付ける太陽を透かす葉の緑のような宝石－ 8 月の

誕生石「ペリドット」（第１図）は，まさしくそのような

石です．涼やかな緑色は，強烈な日差しに焼け付く心をい

やすかのようです．

地球科学になじみのある人なら，ペリドットとはかんら

ん石の宝石名であるのをご存知でしょう．そういえば，か

んらん石の英名はオリヴィン olivine ですが，かんらん石

が主要構成鉱物である岩石「かんらん岩」の英名は，ペリ

ドタイト peridotite ですね．

かんらん石は固体地球にとって主役級の鉱物です．私た

ちが普通に見るかんらん石は，マグネシウムに富むケイ酸

塩鉱物です．隕石の組成データなどを基にした地球全体の

推定化学組成では，かんらん石の主成分元素であるマグネ

シウム，ケイ素そして酸素は，それぞれ第 4 位，第 3 位

そして第 1 位にランキングされます（第 1 表）．これら元

素は，地表付近に分布する岩石の化学組成に基づく上部地

殻平均組成（日本列島上部地殻平均組成，Togashi et al ., 

2000, にて代表）では，酸素が第 1 位，ケイ素が第 2 位

とあまり変わらないのに対し，マグネシウムはアルミニウ

ムとカルシウムおよびアルカリ元素に抜かれ，第 8 位と

大幅に後退しています．順位変動は，地殻の岩石では長石

に代表されるアルミノケイ酸塩鉱物が重要になることによ

ると，直感的に分かります．

地球全体の平均組成でマグネシウムが 16% に達するほ

ど多量になるのは，地殻の下にあり「岩石圏」の大部分を

占めるマントルが，かんらん岩組成であることによります．

マントルの古典的ながら代表的な地球化学モデル「パイロ

ライト」（Ringwood, 1970）は，マグネシウムに富むかん

らん石と輝石から主に構成される岩石として理解されま

す．地球化学モデルのかんらん岩でも実際のかんらん岩で

第 1 図　オーバル・ブリリアントカットのペリドット．
  アメリカ，アリゾナ州産．1 粒 2.2 カラット平均．

第 1 表　地球の化学的モデル組成１）
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も，かんらん石は純粋なマグネシウムかんらん石 Mg2SiO4

ではなく，必ず少量の鉄かんらん石成分 Fe2SiO4 を含んで

います．緑色のかんらん石では，鉄は主成分元素なのです．

純粋なマグネシウムかんらん石は，典型元素のみで構成さ

れているため発色の要素がなく，無色です（第２図）．こ

のようなかんらん石は，石灰岩の一種（ケイ質苦灰岩）が

高温で変成作用を受けて生成することがあります．マグネ

シウムかんらん石や鉄かんらん石だけではありません．か

んらん石は 2 価金属イオン R について，R2SiO4 あるいは
1R2RSiO4（1R，2R は異なる 2 価金属イオン）という一般

式であらわされる鉱物のグループであり，多くの仲間が知

られています（第 2 表）．

第 2 図　高純度のマグネシウムかんらん石．
　　　　ミャンマー，Mogok 産．画面横幅約 5 cm．

新鮮なマントルかんらん岩は，マントル直送のキンバ

レー岩やアルカリ玄武岩マグマなどが上昇中に取り込んだ

捕獲岩として，地表で手に取ることができます（第３図）．

宝石用ペリドットの代表的な産地の 1 つ，アメリカのペ

リドット・メサでは，マントル捕獲岩中の大粒のかんらん

石結晶を採掘しています．この産地のペリドットは，約 8％

の鉄かんらん石成分を含んでいます．ペリドット・メサを

始めとする宝石用のかんらん石は，明るい黄緑色が特徴で

す．夏の木の葉というより，若葉の色に近いかもしれませ

ん．この発色が，鉄かんらん石成分として含まれる少量の

鉄，すなわち 2 価鉄イオンによるとされているわけです．

宝石は数多くあるといっても，主成分元素によって魅力

ある色が生み出される例，すなわち「自色」の宝石は，実

はあまり多くありません．ルビー，サファイア，エメラル

ドといった代表的な色石は，それぞれ微量のクロム，2 価

鉄とチタン，そしてクロムおよびヴァナジウムが発色させ

ています．私が大学在学中に，当時の先端的トピックス

であったマントル岩石学を専門としておられた A 先生は，

常々，「大概の宝石は微量成分に金を払っている」とおっ

しゃっておられました．かんらん石の宝石としての魅力が，

主成分元素（ここでは鉄）によることが誇らしかったので

しょうか．

もっともケイ酸塩鉱物での 2 価鉄イオンの発色は，く

すんだ緑色になりがちです．たとえば，地質標本館展示の

ヘデン輝石 CaFeSi2O6 の標本をご覧いただければ，お分か

りいただけるでしょう． 

ペリドットの色に関して，私にはほろ苦い失敗があり

ます．

第 3 図　玄武岩中のマントルかんらん岩捕獲岩．
　　　　中国河北省張家口産．

誕生石の鉱物科学　― 8 月　ペリドット ―

第２表　かんらん石族の鉱物 ．
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　今，日本はちょっとした鉱物ブームであり，各地で開か

れるフェアは多くのディーラーとお客でにぎわっていま

す．これらフェアでも人気なのは，残念ながら鉱物学的

な標本ではなく，「ルース（裸石）」といわれる宝石カッ

ト・ストーンです．なにしろ指輪やペンダントの 1/5 か

ら 1/20 程度の価格なのですから，こたえられません．

ある年のフェアで，私はちょっとした買い物をしました．

長径が 2 cm もあろうかというペリドットの裸石．なんと

たったン千円でした（第４図）．これはめっけものと，得

意になって持ち帰ったものです．

宝石ペリドットには，「イブニング・エメラルド」とい

う異名があります．19 世紀末あたりの夜会の室内照明の

下で鮮やかかつ重厚な存在感をもって輝く緑の宝石―そし

て本物のエメラルドより安価に手に入る大粒の宝石とし

て，魅力的だったようです．今日買ったこのカット・ストー

ンこそまさにイブニング・エメラルドと，夕暮れの自宅で

見とれていたのですが…

なにか違う，ちょっと違う，なんでえ？　

はっと気付きました，これは典型的ペリドットより暗い

緑色で，しかも茶色味を帯びているのではないか，と．こ

れは，ペリドットの色と言うより，英名 olivine の語源と

なったオリーヴの実の色に近いんじゃない？　

心配になって，後日ちょっとした分析をしてみたところ

…ああ，やっぱり！結果は，相当量の鉄が含まれているこ

とを示していました．鉄かんらん石成分として 20% 近く

になるでしょうか．これは，ソレイアイトをはじめとする

「よくある玄武岩」中のかんらん石として，珍しくない組

成といえます．宝石としては，お値段相当の価値しかない

でしょう．きっと私は，岩石屋としてなじみ深い濃色のこ

の「オリヴィン」に惹かれたのだと，寂しく納得すること

にしました．

ペリドット独特の明るい緑色の発色には，多くのペリ

ドットで鉄より 1 桁少なく含まれるニッケルも寄与して

いる可能性があります．天然ではニッケルを主成分とする

ニッケルかんらん石も知られていますが（第 2 表），仮に

ペリドットの発色にニッケルの寄与の方が重要ならば，こ

ちらも「微量成分に金を払っている」組になってしまうで

しょう．さて，実際はどうなのでしょうか？　この話の続

きは来年の 8 月といたしましょう．
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第４図　オーバル・ブリリアントカットのかんらん石．
　　　　3.7 g．パキスタン産．
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